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“Children on Their Birthdays"け干
`妃―Mro Cの語 りたかつたこと―
山  口    修
A Study of "Children on Their Birthdays":
What Mr. C Wanted to Narrate
Osamu Yamaguchi
序
Trllman Capoteの短篇 “Children on Their Birthdays''(1949)|ま次のよ
うに始まる。
Yesterday afternoon the six―o'clock bus ran over A71iss
Bobbit  I'm not sure 、vhat the is tO be said about it; after all,
she ミゝ s only ten years old, still l know no one of us in this
to、～m恥咀l forget her (119)
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語 り手は、主人公 Miss Bobbitの死に対 して、「結局、彼女は10歳に過ぎな
かったJと事実を語るだけである。続けて、「誰も彼女のことを忘れることが
ないだろう」とあるように、Miss Bobbitは誰もが関心を抱かずにはいられな
いような存在であり、その彼女の死は大きな事件だつたに違いない。にもかか
わらず、なぜこの作品の語 り手はMiss Bobbitについて、彼女に起こった悲
劇を強調することなく、事実だけを語つたのだろうか。
この語り手は、例えば、叙情性を漂わせた語りで様々な心情を吐露する劉
"
Gttss〃αη (1951)のC01hnや、Bttαりおι αι%胸ηυ
`(1958)の
語 り
手とは異なり、Helen S Garsonが指摘するように、物語の中で何らかの行
動を起こす人物としては描かれていない (Garson 55)。また、全体を通して
ほとんど自分の感情を表すこともないのである。
これまでも拙論の中で議論してきたように、Capoteの作品は彼の伝記的な
背景と強く結びついている。本論では、Mr Cと呼ばれるCapoteを連想させ
る語 り手と、Capote、Capoteの母親であるL」he Maeとの関係を考慮 しつ
つ、なぜMr Cが冒頭のようにMiss Bobbitについて語るに至ったのか、彼女
の死の意味と同時にその理由を考えてみたい。
I
この小説の主人公 Miss Bobbitと、Capote、母親Ltte Maeの三者間には
多 くの類似性が見 られる。まず、それぞれの類似性について考察 していきた
い。
最初に、Miss BobbitとCapoteとの共通点を見ていこう。Miss Bobb比に
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ついて、語 り手は次のよ うに描写 している。
A 、、iv little girl in a starched, lemon―colo ed party dress, she
passed along 、、■th a groⅥmup rnince, one hand on her hp, the
other supporting a spinsterish umbrella      ``Begging yOur
pardon" called Miss Bobbit in a voice that at once sllky and
childhke, like a pretty piece of ribbon, and lIIImlaculately exact,
like a movie―star or a school―rllarm      As Aunt El said,
v/hoever heard te1l of a child wearing make_up?  Tangee gave
her lips an orange glo、v    she had a skinny dignity, she was a
lady, and, 、vhat is more, she looked you lll the eye 、～■th man ike
directness (119-120)
彼女は 知 w httle girl"であ り、住人のMr Hendersonからは “midget"
と呼ばれる。容姿は子 どもであるにもかかわ らず、化粧をし、威厳を持った
“lady"である一方、“manlike directness"を持つ とい う、子 ども、大人、女
性、男性 といつた要素が混在 している様子が描かれることで、Miss Bobbitが
異質な存在であることが強調 されている。
Capoteも同様に、彼の故郷 赳abamaの田舎町では異質な存在であつた。
例えば、Marianne M Moatesは、“Truman was different He'd ttωανs
been different    . [H]e v″asιじυり%θ the bizarre life―style  ln his
fanlily's eyes and in the eyes of many people in Nlonroeville, he
acted like a kook He ωαs a ook"(Moates 16)と述べているが、 幼少
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期の彼については、多くの言説の中で “different"、“bizarre"、“strange"と
いつた語で描写され、いかに彼が異質な存在であったかが強調されている。1
Capoteの幼 少 期 に隣 に住 ん で い たHarper Leeも、小 説7o乙ιι α
M∝たれgbじηグ(1960)で、CapoteをモデルにしたDinという男の子を登場さ
せ、“Dill was a curiosity"(7)と彼の風変わりな姿を描写しているほどであ
る。2
Miss Bobbitによれば、彼女の父親は刑務所に入つてお り、母親は “My
mother has a disorder of the tongue, sO it is necessav that l speak
for her"(120121)という状態のやつれた女性で、母親の役割をほとんど果
たしていない。
一方Capoteも、両親は夫婦仲が悪く、彼の幼少期、母親は彼を置き去 りに
して外出することがしょっちゅうあった。戻つてきても、すぐにまた彼をいと
こたちに預けたまま出て行ってしまうという行動を繰り返した。いつも彼を放
り出し出歩き回る母親に、仕事といってなかなか自分の所にやつて来ない父
親。 Clarke が、 ``It 、vas that none of the Faulk sisters, even the
beloved Sook, could take the place of his real parents''(24) とi杢ハミる
ように、預けられたFaulk家の中で一番大好きなSookでさえ、彼の親として
の役害」は果たせていない。そのような環境にCapoteは長い問置かれていた。
家族が家族として機能していないという点でもMiss BobbitとCapoteは共通
している。
Miss Bobbitの夢は、ダンスで有名になることであり、そのために学校へも
行かず、毎日ダンスを練習し続け、ダンスのためであれば悪魔を愛することさ
え厭わない。地元で開催された、優勝者はHobw00dでスクリーンコンテス
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卜を受けられるということを謳ったダンスコンテス トでは、派手な演技で優勝
する。しかし、そのコンテス トの主催者は詐欺師であり、結局彼女は蝙されて
しまう。その結果、Miss BobbitはNew Yorkへの進出を決意するのだが、
彼女のダンスにかける思いは誰にも負けないものがある。
Capoteも、」Иastθノbγ α協鶴θιθοηs(1980)の中で次のように述べてい
る。
I started 、～Titmg 、vhen I Nas eight      Vヽhen God hands
you a gift, he also hands you a 、vhip; and the、vhip is htended
solely for self llageuatiOn
As certain young peOple practice the piano or the 、■olin
four and five hours a day, so l played 、～■th nly papers and pens
Yet l never discussed my 、、Titing with anyone; if someone asked
、,llat I 、vas up to all those hours, I told them I 雨ゝ s dolllg my
school homework  Actually, I never did any homework.  ⅣIy
hterary tasks kept me fully occupied      (Dd―x五)
作家になるために幼い頃から一人で一心不乱に毎日書き続けていたことがわか
る。有名になることを夢見て、その決意を表す “Sand for the Hour Glass"
(Clarke 69)という力強い詩を書いているが、夢の実現に向けて努力する姿
も類似性を感じさせる。
また、Miss Bobbitは、語り手であるMr Cに次のような理想を語る。
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I think al、vays about some、vhere else, some、vhere else 、vhere
everything is dancing, like people dancing in the streets, and
everythg is pretty like children on theむ birthdays (127)
これ|ま」 D Stthgerの7"θαιθんθγづη ιんθ Rνθ(1951)の主人公Holden
が語るライ麦畑で遊ぶ子供たちの姿と重なる。純真無垢な子どもたちが遊んで
いる場所は、けつして現実化されることのない永遠の夢のような場所であり、
いわば、大人社会の持つ既成の価値観の侵入か ら守 られた状態である
innocenceを保ち続けているような場所である。3 capOteの多くの作品に共通
してみられる、幸福な時間を過ごし続けられる場所を求める主人公の姿を
Miss Bobbitにも見ること力｀できる。
安住の場の探求はCapote自身が求める生き方でもあつた。彼が同じような
場所を求め続けていたことが、彼の伝記作家Gerald Clarkeの次の一節から
わかる。
Even his voice began to sound strange, peculiarly babylike and
artificial, as if he had unconsciously decided that that part of
him, the only part he could stop from maturing, would remain
fixed in boyhood forever, reminding him of happier and less
confusing times. (Clarke 42)
3 bia. 'l9aE^a Phoebe Pierce o "Our dream was to get out of
Greenwich and to go to New York. Manhattan was Oz to us, a
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place where we could let loose and e可Oy ourselves"(Clarke 57) とい
う言葉が示す よ うに、Miss Bobbitや、後 に見 るよ うに母親 と同 じよ うに
CapoteもNew Yorkに憧れを持っていた。
このようにCapoteとMiss Bobbitは、外見上似ているとい うだけでなく、
夢を実現するために努力 し、自分が幸福に過 ごせる場を探求するとい う人生の
目標を持つ点でも共通 している。
Ⅱ
次に、Capoteの母親Lilhe MaeとⅣLss Bobbitの共通点を見ていこう。4
Miss Bobbitには母親 LilけMaeが色濃く反映しており、本作品においてもそ
れを十分に読み取ることができる。
Lillie Maeがどのような女性であったのか、Clarkeから引用してみよう。
Everyone conceded that she 、vas a ine-looking young wOman,
perhaps the most fetching girl Ⅳ10nroe County had produced in a
generation  What people ottected tO 、vas the fact that she made
no secret that she shared their hth oplluOn      Her eyes 、vere
fixed on distant horizons, on Ne、v Orleans, St Louis, even New
York City (Clarke 5)
自分の美貌には過大な自信を持ち、頭も良く、後にNew Yorkで勤め先の店
長を任されるほどのマネージメントカもあつた。その美貌と能力で、都会での
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成功を夢見、“her bttic goal、v器祠Mt tt had ttways been:home,sectln城
狙d a place in society"(Clarke 28)とあるように、社会的地位を切望する
女性であった。
Miss BobbitもGarsonが ``unlike a real child, who dreams llnpossible
dreams but does nothing tO achieve thenl, Ⅳliss Bobbit employs all
her considerable energy to make her dreams reality"(Bloom 89) と表
するように、独力で自らの夢に向かつて生きている。自分のダンスには絶対の
自信を持ち、どうすれば観客を喜ばすことができるのかということさえよくわ
かっていた。先に述べたダンスコンテス トヘの出演も、自分の能力をみんなに
知 らしめ、New York進出とい う大きな夢を叶えるためのものであった。
BobbitとLtte MaeはNew Yorkで成功したいという点で似ていることがわ
かる。
Ⅲ
New Yorkでの生活に憧れていたLilhe Maeは、Joseph Garcia Capote
とい う新 しいパー トナーと再婚 し、New Yorkの上流社会への進出を果たす。
CapOteの作品を論 じる上で母親 との関係は重要な問題であるが、ここでNew
Yorkでの Lillie MaeとC poteの関係を見ておきたい。
Alabamaでの CapOteは、つねに母親 と一緒の生活を夢見続 けてきた。母
親の再婚を機に、念願叶ってNew Yorkで母親 と一緒に暮 らせるようになる
が、それは彼が 赳abamaで切望 していたもの とはだいぶ様子が異なるもの
だった。
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When he 、vas in Alabalna, Truman had longed to be in the
North Ⅵ■th his mother      [H]is busy rnind had constructed a
、voman moFe Of iCtion than of fact  ⅣIuc  as he had done 、、■th
Arch, he had turned Lillie WIae into a character out of one of
his storybooks, someone who would transport hirtl to a more
romantic and exciting 、vOrld, a place 、vhere he 、vould be loved,
protected, and ceaselessly adrrured
Living 、1■th her in Ne、v York, he discovered that neither
that world nor that woman e対sted in fact …  [T]he L』ie Mae
、vho had smothered hiln Ⅵith kisses in ttabama ゛ゝ s s lllgy tvlth
her affection in Ne、v York.  She had taken hhn 、～■th her, as he
had prayed so many tirlles, but the rest of the story 、vas not
following the plot he had irnagined  His disappointment M″as
complete, and he felt that she had betrayed hlln      Lillie WIae
had prolnised herself, and that, it seemed, 、vas the one thmg she
、vould not give him  (Clarke 39-40)
幼児期よりずつと思い続けてきた母親 と一緒に暮 らしたいとい うCapoteの願
いは叶った。 しか し、現実には母親の愛情は自分には向かなかった。なぜな
ら、L皿e MaeはNew Yorkで今まで以上に自分の生活を楽 しむことにエネ
ルギーを向けたからである。
畑  of Linie NIae's ttbitions had been realized  She 翡ゝ s exactly
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、vhere she wanted to be, dott precisely n7hat She 、vanted to do,
in the company of the o」man she Ⅵranted to do it Ⅵ■th.  Lke
a lovely plant that had been stunted by lack of light, she
blossomed under the sunshme of a happy, prosperous marriage,
and before the decade 、vas over, she had transformed herself
frorn an unsophisticated country girl into a 、voman of worldly
tastes and glamorous occupations (Clarke 40)
挙げ句の果てに、Capoteの母親は 「田舎 くさい」Linie Maeとぃ ぅ名前を
「国際的な」Nmaと改名するに至る。Joe Capoteとの結婚でNinaは自分が
望んだ生活を手に入れたが、Trlmanは視野に入つていなかった。New York
でも、Capoteは母親 とい う精神的安住の場を手に入れ られなかったのである。
Ⅳ
次に、語り手Mr Cについて見ていこう。物語における語り手の役割につい
て、Gerald Prmceは次のように述べる。
どのような物語においても、語り手は、自分が報告している事象や、描
写している作中人物や、提示している情緒や思考に対して、ある態度を採
るものである。例えば、語り手が重きを置く事象もあればそうでない事象
もあるし、語り手が腹蔵なく判断する作中人物もあれば遠慮がちに判断す
る作中人物もあるし、語り手が、らしいということではなく、はっきりわ
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かることだけを述べることもあれば、語り手がある結論への到達に個人的
な責任を負 うたり、それを拒否したりすることもあるということである。
(遠藤訳 5051)
つまり、語り手は語るもの対して様々な戦略を採ることができる。 とすれば、
何が、どのように語られるか、あるいは語られないかを検討することで、語り
手の態度を明らかにできるだろう。以下、語り手が語るものを具体的に見てい
こう。
先に引用したようにこの物語は冒頭で結末が語られ、Miss Bobbitをめぐる
物語が悲劇であることが最初から提示される。
Vヽe 、vere sprawled on the front porch ha、■ng tutti―frutti and de■1
cake 、vhen the bus stormed around Deadman's Curve  lt 、vas
the surnlner never rained; rusted drynesS coated evetthing
(H9)
“de■l"、 “Deadman's Curve"という語がこの後の展開を暗示する。 と同時
に、“dttmess"の持つ “lack of interest"という意味が、その数行後の “we
were 、宙shing that sOmething wollld happen, someding did"(119)と
呼応し、Attamaの静かな町でMiss Bobbitが引き起こすであろう波紋を予
示する。
このように、冒頭でMiss Bobbitの死を提示している点には注目しておく
必要があるだろう。なぜなら、時間軸に沿つた語りではなく、あえて結末を先
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に述べているところに、読者に彼女の死を意識 させようとする語 り手の意図が
感 じられるからだ。
次に物語は、Miss Bobbitに恋する二人の少年、B」け BObとPreacher
Starが中心になる。その語りはGarsonが“humor of the taⅡ tale"(Bloom
90)と呼ぶように、Markヽtinを思わせるような語り口である。その中で語
り手の態度を理解する上で気になるエピソー ドがある。それは、BobがMiss
Bobbitにあげるために母親のAunt Elが品評会に出すために大切に育ててい
たバラを一本残さず切り取つてしまい、母親から小枝の鞭でお仕置きをされる
場面である。こつぴどく叱られたBobは裏庭の本の上に登り、三度と下りな
いと宣言する。父親や母親の再三の説得にもかかわらず、断固下りてこようと
しないBobに、Aunt Elは優 しい声で、“I'm sor7,son.….I didn't
mean Whpplllg you sO hard ke that''(123)と語りかけるが、 それでも
拒否し続ける。 とうとう最後には泣きながら、``I don't hate you,son.
If l don't love you l wouldn't 、vhip you''(124) と語りかける。 この発言
の後、語り手は以下のように続ける。
The pecan leaves began to rattle; Billy Bob slid slowly to the
ground, and Aunt EI, brushing her fingers through his hair,
pulled him against her. Aw, Ma, he said, Aw Ma. (124)
語り手は事実を語るだけで、何の反応も見せていない。芝居がかつた親子の愛
情が繰 り返されるため、読者には滑稽にすら感じられる。その結果、語 り手が
この親子に対してかなり距離をおいた見方をしているように思われるのだ。な
“Chlldren on Their Birthdays"
ぜ、そのような態度を取るのか。後に見るように、
るものがあるか らだ。距離感 を持たせ ることで、
かったことを強く意識 させ られるのである。
研 究
そこには語 り手が求めてい
逆に読者は語 り手が語 らな
一方で、その直後に、恋煩いのBobに“Iねlt vew sorv for lulll,especia■y
because he looked so worried''(124)と語る場面や、Miss Bobbitを巡る
話いて,Bobとイ中違いをサ~るPreacher lこ “Oh, yes, Preacher, you looked
so lost that day that for the irst thΥle l really hked you, so sklIIny
and mean and lost gOing dmm the road by yourself"(129)と同情する
場面には、語り手の素直な感情が示されているように感じられる。
では、なぜ語り手はこのように語 り分けるのだろうか。Garsonは、
Capote gains maxlnllm effect frorll humor, but the comedェ
、vhile very llnportant to the story, ls not the author's nla」or
concern  He always brings us back to the prilnary motif, the
sv/eet and sad lost moments of childhood, days that can only be
recaptured in idealized memo=ヌ (Bloom 90)
と述べている。またW」liam L Nanceも、Miss Bobbitの中にCapote自身
が反映 されていると述べているが (Waldmeir 201)、どち らの場面で も
Capoteが幼少期に抱いた感情が表されている。
しかし前者では、語り手が親子の愛情になんら感情を示さないことで、逆に
語り手がそのことを強く意識していること、いわば羨望を感じていることが示
されている。 自分の感情を語 らないことで、逆に、 うまくいっていない
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Capote自身 と母親 との関係が暗示されているように思える。
一方、後者では、Garsonのいう、Capote自身の理想化された子 ども時代
の郷愁に基づく感情が明示されている。Ihab HassanはCapoteの小説を、
「夜のスタイル」と「昼のスタイル」に分類している (Hassan 231)が、5彼
が指摘する「昼のスタイル」の特徴である「ユーモアJ、 「饒舌Jがここには示
されており、この点では、他の 「昼のスタイル」の小説に見られるものと共通
している。このような語り分けに、物語の場面場面における語り手の語る対象
への態度を見ることができる。
語 り手とCapoteとの関係について、もう少し考えてみたい。ある日曜日、
家族が教会に行き留守の間に、Mr CのところへMiss Bobbitが訪ねてくる。
一人家にいたMr Cに、彼女は次のように語る。
I've had enough experience to kno、v that there is a God and
that there is a Dew咀.  But the sゝy to tame the Devil is not to
gO dO、、m there to church and hsten to M/hat a sinful mean fool
he is.  No, love the Devil hke you do Jesus: because he is a
po、verflll man, and w■1l do you a g00d turn if he kno、vs you
trust h血  (127)
悪魔を信頼 し、愛そうという驚くべき発言に対して、淡々とMiss Bobbitの
発言を読者に伝えるだけで、Mr Cは何も語らない。これはどうしてだろう
か。家族全員が教会に行っているのに一人家にいるという彼の行動と、Miss
BObbitの発言と関連づけて考えてみよう。
``Children on Their Birthdays'' ワF`紀
Capoteは,7asじθルγ θんαπθιθοπsの最後で、自問自答の形で次のように
述べている。
TC:     Do you beheve in God? And you skipped right by
it      lt's the fact that you don't come rigllt Out and say that
you αO believe in God.  I've heard you, cool as a cucumber,
confess things that wOuld make a baboon blush blue, and yet
you、von't adlnit that you beheve m God. .
TC: It's not slnple. I did beheve lll God. md then I ぬdn't.  .
She [old Cousm Sook]tOld us the Lord had arranged fOr them
to live there just as He had arranged fOr evewthing we sawl
The good and bad  The ants and the mosquitoes and
rattlesnakes. And we believed her.
But then things happened to spoil that faith  First it 、vas
church and itching a1l over listening tO sOme ignOrant redneck
preacher shoot his mouth off; then it was all those boarding
schools and going tO chapel evew darlm mornlllg (259)
このようなCapoteの神や教会への態度は、教会へは行かず一人で留守番をし
ている語 り手Mr Cに明らかに反映されている。そのMr Cの考え方を具体的
に語つているのがMiss Bobbitとい うことになる。であれば、Miss Bobbit
の言説についてMr Cはそのまま彼女の言葉を繰 り返すだけでいいのであっ
て、彼女の発言にコメン トする必要はない。
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Mr CとCapoteの類似性については次の場面からも推察できる。仲違いを
したBobにPreacherがクリスマスに本をプレゼン トするが、その本の見返
しには “Friends Like I、γ On The Wa■Must Fall"(129)と,ヽう言葉が書
かれておりBobが激 しく落ち込む様子が語られている。これもまた、子ども
時代の郷愁に基づく感情であるといえるだろうが、このPreacherが書いた言
葉は、CapoteがNew York時代に好きだつた少年から贈られた詩集に書いて
あつた献詞、“Like iw on the wall,love must fall"(Clarke 64)を模し
たものである。その時の気持ちをCapoteは、“That tore me apart,and I
cried,because l rea■y did love hml"(clarke 64)と、Bob同様ひどく傷
ついたことを告白している。
以上見てきたように、語り手Mr Cの語りにはCapoteの心情、ものの見方
が色濃く投影されているといつていいだろう。これを踏まえて今一度、Miss
Bobbit、Mr C、Capote、L皿e Maeの四者が作品の中でどのように結びつく
のか見ていこう。
V
Psychobiographyとい う方法でCapote作品を論 じたWmiam T.Schultz
は、Capoteの作品には幼少期の体験が,心理的に大きな影響を与えていると論
じている。Schultzは、Capoteが繰 り返 し語る幼児期に母親に捨て られたと
いう体験と、幼児期のIQの高さや物を書くことへの執着に注目する。Capote
は母親の愛情を求め続けるが、その願いは一時的に叶っても結局それは永続せ
ず、そのたびに彼は疎外感に襲われていた。同様のことが、彼が大人になって
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からも繰り返される。その繰 り返しによつて傷つけられたCapoteは、心理的
自己防衛として、求めても手に入らないものを無視する、あるいはそれを破壊
しようとする行動に出る傾向があると分析する。彼にはその傾向が幼少期から
終生見られた。この考察を基にSchultzは晩年の未完作ス鶴
"θ
ttα Pttνθ%
を分析し、愛情の対象者を深く愛するが故に、友人である彼ら/彼女らから捨
てられることを恐れ、先に相手を破壊してしまった作品と結論づけている。以
下、このSchultzの分析を本作品に援用して考えてみたい。
先に見たように、Miss BobbitとLinie Mae NmaにはNew Yorkでの成
功という大きな夢があつた。しかしNew Yorkで理想の生活を得たにもかか
わらず、義父」oe Capoteの語るところでは、Trllmanがホモセクシャルであ
ることを気に病み続けたNinaはアル中になる。彼女は Trlln■anを庇護し、愛
情を降り注ぐような態度を取る一方で、憎しみ、さげすむような態度を取る。
母親の愛は一時的には手に入るが、入つた途端にまた失われてしまうという幼
少期と同じことがここでも繰 り返されることになる。
その結果、Capoteは大きなジレンマを抱え込む。BobとPreacherの関係
|こ
′ついくrⅣIr clま、 ``you can't hate so much unless you love, too''(129)
と語つているが、本当にNinaがCapoteを嫌っていれば、彼はNmaを同じ
ように嫌い、捨て去ることができただろう。 しかし、実際には、時折愛情を示
すNinaをCapoteは捨て切ることができない。彼にとつて叶ったはずの母親
との同居が、逆に彼を今まで以上に苦しめることになったのである。
以上のような背景に基づいてMiss BobbitとLime Mae Nillaの類似性に
鑑みるとき、Mr CのMiss Bobbitへの冒頭の態度、悲劇を強調しない語 りに
は、彼女のNew York行きがもたらす幸福よりも、それがもたらすであろう
18          大阪学院大学 外国語論集 第64号
不幸の大きさを先取りして見ている様子がうかがえる。CapoteやNinaにとつ
て、叶えられた祈りは、けつして望んでいた結末を二人にもたらさなかったか
らだ。彼が後の作品のタイ トルとする “answered prayers"は、“More tears
are shed over ans、ed prayers than unanswered ones"  と い う St
Teresa of A前aの言葉とされる金言に由来するとされるが (Garson 168)、
まさにこの言葉通 りのことがCapoteやNmaには起こっていたのである。
Miss Bobbitが小説の最後でNew Yorkに旅立つ前に亡くなることは、
Capoteにとつて、自分の、また母親 Lillie Mae Ninaの分身でもあるMiss
Bobbitが遭遇するであろう不幸をあらかじめ無くしてしまお うという気持ち
の表れとはいえないだろうか。この結末をSchultzのいう、求めても手に入ら
ないものを無視する、破壊するというCapoteの行動 一つのバリエーション
と考えれば、わずか10歳であるMiss BobbitがNew Yorkで無くしてしまう
であろうmmcenceをあらかじめ無きものにしてしまおうとする語 り手の意
志を、そこに読み取ることは可能だろう。
Paul LeⅥn  が ``Miss Bobbit irnpresses as a fantastic mixture of
i■nocence and experience, morality and pragmatisnl''(VValdmeir 83) と
述べるように、Miss Bobbitは無垢と経験を具現化した存在である。大人ぶつ
た振る舞いをし、大人を喜ばせるようなダンスをする一方で、偽のコンテス ト
で簡単に編されてしまうという点では、まだほんの子どもにすぎない。彼女が
望んだ、誕生日の子どもたちのように踊り続けられる場所は、残念ながら現実
論
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には存在しない。彼女はそのことに気づかないほど、まだmnocenceな存在
ともいえるだろう。それは、望み続けた安住の場を現実の世界の中に見出せな
いCapoteの姿と重なる。母親 Lillie MaeとC poteがともに望み、叶えられ
たNew Yorkの生活も二人にとって心休まる場にはならなかった。こうした
現実を体験したCapoteが、innocenceを身にまとい、一心不乱に自分の夢を
追い求めるMiss Bobbitの姿に、過去の自己を投影 したとしても不思議では
ない。それはまたAlabarnaで、たまに帰宅したとき壇、苦しくなるようなキス
とともに自分を抱きしめてくれた優 しい母の姿でもあつた。叶えられた夢に多
くの涙が流されるのであれば、そうならないようにしなければならない。Miss
Bobbitの死は、傷つけられる前に、自らの手でその悲劇を取 り去ってしまお
うというCapote自身の防衛機能が働いたからではないか。最後の場面で、
``the rain began again, falling ine as sea spray and colored by a
rambOw"(135)と虹がかかっているのは、彼女の死がけつして悲劇ではない
ことを表 している。 Garsonが “At her death, her fllture remallls both
untouched and untarnished''(Garson 58) と述べるように、 彼女の死は、
10歳にふさわしいinnocenceを永遠に保つためだったからだ。
このように考えれば、Miss Bobbitの悲劇は、彼女のhmcenceを守 りた
いというCapoteの防衛機能の表れであり、だからこそ彼にとつては悲劇に感
じられなかつたのである。それが語 り手の冒頭のような語りに反映したといえ
るだろう。
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注
Capote自身、自分の異質性、才能については自覚的で、それを強調
するかのように、ノИ跡じθメソθんαttθιθ07%の中で、“I'm an alcohoLc
I'm a drug addict.rm homOsexu」 I'  a gemus"(261)とい
う発言をしている。
Dinはいつ も辞書 を持 ち歩 いているが、“readmg a webster's
dctionav"(124)というMiss Bobbitの行動も、辞書を愛読してい
た幼き日のCapOteを連想させる。
ここで述べたhmOcenceは、」an―Jacques Rousseauのい う「自然
状態」に近い。 Rousseauのinnocence lこついては、 Peter Coveney,
773θ 」γγιασθ げ θんじιαんοοα (BaltimOre:Penguin B00ks, 1967)、
拙論 「Tんθ θαιθんθγ t77 ιんθ RνθにおけるInnocence喪失のプロ
セス」(『中 。四国アメリカ文学研究』 第34号pp 35-43)参照。
Miss Bobbitについては、多くの批評家がBttαび億ιの主人公Houy
との結びつきを指摘している。彼女の名前Liy Jane Bobbitが、
Hollyの本名 LulamaeやCapoteの母親の Lillie Maeと類似 してい
る点からも、二人は同 じ系譜にあるといえるだろう。Holyも、 自分
の安住の場を求め続ける女性である。
「夜のスタイル J、 「昼のスタイル」について、Hassanは次のよ うに
述べている。
The nocturnal style of Truman Capote makes
the greater use of uncanny trappings and surreal decors.
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The sense of underlying dreadfulness compels the style
to discover ``the instant of petrified vlolence,'' the
revelation 、vhich only the moment of terror can ,eld    .
But if the supernatural deines the nocturnd mode
of Capote, humor deines his daylight style  The style,
evldent in      ``Children on Their Birthdays,'' ■ヽ θ Gγ
“
s
〃αγρ, and Bγθαたんιsι αι 7物πνζ, aSSumes the chatty,
first person hformality of anecdotes(Hassan 231-233)
こ こ で い う “humOr''、 ``the chattュ irs ―person ulformahty of
anecdotes"に該 当す るのが、BObとAl■nt Elのバ ラをめ ぐる場面
や Sister Rosalbaの出てくる場面であろ う。 しか し、本文中で述ベ
たように、この小説で語 り手は、Hassanの指摘するような語 りに終
始 しているわけではない。
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